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※｢フレンズ｣は、かえで支援学校の校歌(杉本竜一氏作)です。本校HPにてお聴きください。

本年度からかえで支援学校の校長となりました元木です。宜しくお願いします。

皆様すでにご承知だと思いますが、本校は、山梨県下における知的障害養護学校(当時)の適

正化を図るため、平成１３年に開校し、本年度で１６年目を迎えています。開校当時と比較すると

児童生徒は、約２．５倍となりました。平成２１年には、校舎(高等部棟)を増築し、スクールバスも

現在７台で運行しています。平成２４年には旧山梨園芸高校に分教室を開設しました。現在の高

等支援学校桃花台学園の基礎となるものです。

私事で恐縮ですが、私は開校時に本校教員(教務主任)として勤務しておりました。開校時の教

職員は「自分たちの理想とする新しい学校を立ち上げよう」という使命感に燃え、とにかく必死でした。夜遅くまで議論

したことを昨日のように覚えています。

また、本校は県立の知的障害特別支援学校として、県都である甲府市の市街地域に設置されたため、開校翌年の

平成１４年度から地域における特殊教育(当時)のセンターとしての役割を果たそうと、積極的に教育相談や体験学

習、研修会等を進めました。学校教育法が改正され、全ての特別支援学校にセンター的機能を発揮することが、義務

づけられる以前のことです。当時の先生方は、センター的役割を義務ではなく指命と捉え頑張っていましたが、関係

機関のネットワークも希薄で、正直、連携できる機関も少なかったように思います。

しかし、現在では、教育をはじめとする福祉、保健、労働等の関係機関の皆様方の努力により、地域支援のネット

ワークの基礎が形成され、連携が取れるようになってきました。大きな変化です。関係者の皆様には、心から感謝申

し上げます。本校では、「相談支援部」のスタッフ（特別支援教育コーディネーター）を中心に、国や県が示した「インク

ルーシブ教育システムの構築」のための理念や本年４月に施行された｢障害者差別解消法｣等を踏まえながら、特別

支援教育のセンターとしての機能の更なる充実を図り、特別な支援が必要な幼児児童生徒への支援をより一層推進

したいと考えております。関係者の皆様方のご理解とご協力を宜しくお願い致します。

かえで支援学校長：元木 哲哉

本 校 の 地 域 担 当 で す 。

飯 嶋 多 三 恵 （ い い じ ま た み え ）
梅 澤 陽 子 （ う め ざ わ よ う こ ）
佐 藤 由 美 子 （ さ と う ゆ み こ ）

◎ お 問 い 合 わ せ は こ ち ら ま で
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特別支援学校のコーディ

ネーターの派遣方法等は、

コーディネーター会議の資

料及び「H28年度かえで支

援学校地域支援の御案内」

＜Ａ３版＞を参考にしてく

ださい。今年も一緒に頑張りま

しょう！

よろしくお願いします。



◆◆◆ この通信に関するお問い合わせは ◆◆◆

山梨県立かえで支援学校 甲府市東光寺2-25-1

相談･支援部 TEL 055(223)6355 FAX 055(223)6356

（飯嶋・いいじま） ＵＲＬ http://www.kaedey.kai.ed.jp/

Eﾒｰﾙ sodan@kaedey.kai.ed.jp
かえで支援学校 検索

園・学校所在地 甲府市 山梨市 笛吹市 甲州市 中央市
依頼内容 （旧豊富村）

視覚障害 盲学校

聴覚障害 ろう学校

知的障害
かえで支援学校

発達障害

肢体不自由 甲府支援学校

病弱・身体虚弱、発達障害の二次障害 又は
心身症・精神疾患 富士見支援学校本校

中央病院・北病院の加療者及び前籍校転出後 富士見支援学校本校・旭分校

○特別な教育的支援を必要としている支援地域の幼児児童生徒と保護者及び保育・教育関係者

○公的な関係機関及び各種委員会

オープンスクール
第１回 6月1４日（火） AM

□学校概要、小中学部の就学手続き等の説明

□授業見学、施設・設備の見学

第２回 7月 5日（火） AM

□学校概要、高等部受検について、本校の進路

指導、福祉サービスの利用状況等の説明

□授業見学、施設・設備の見学

夏休み授業体験会
8月2０日（土）AM

□各学部の授業体験

＊ 夏 季 休 業 中 で す の で 本 校 児 童生 徒 は いま せ ん 。

＊詳細な実施内容は、６月中旬にお知らせします。

＊第 １回と２ 回の全体会の内容が異なります。

別 添のオー プンスクールのお知らせをご覧に

なり、申し込んでください。

（５）研修支援

・特別支援教育に関する研究会での講師

・研修会における助言等のサポート

（１）教育相談

・就学･進学に係る相談や学習･生活上の困難

及び障害の特性に応じた教育的支援等の相談

（２）学校見学

・施設･設備等の学校見学や授業見学

・当該学部の授業を公開するオープンスクー

ルの開催

（３）授業体験

・就学･進学における適切な進路選択･決定の

ための授業体験の実施

・夏休み授業体験会の開催

（年長･小６･中３を対象）

（４）訪問支援

・支援地域の保育所･幼稚園や小･中学校

等からの相談･支援の要請による訪問

状況により、心理士、

ＰＴ(理学療法士)、ＯＴ（作業療法士）、

ＳＴ（言語聴覚士）、

ＯＲＴ（視能訓練士）の派遣

(６)関係機関との連携

・ 教 育 委 員 会 や 医 療 、 福 祉 、 保 健 ・

労 働 の 行 政 職 員 就 労 等 の 関 係 機 関

との連携

・地域における啓発事業
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